
森林総合研究所　平成 15 年度　研究成果選集

42

木材の燃焼によって生成するダイオキシン類

樹木化学研究領域　樹木抽出成分研究室　　河村 文郎

成分利用研究領域　木材化学研究室　　　　池田 　努

成分利用研究領域長　　　　　　　　　　　細谷 修二

　我が国ではゴミ焼却炉がダイオキシン類の主要な発生源であるといわれており、焼却炉からの排出が厳しく監

視されるようになりました。ダイオキシン類の生成は、燃焼温度と塩素が含まれていることが大きく影響するた

め、燃焼温度の低い小型焼却炉で主に発生するといわれています。しかし、木材関連業界では依然として簡易式

小型焼却炉への依存度が高く、また、海水中に貯木した材では発生が多くなることも予想されます。

　本研究は各種木質材料を小型焼却炉で燃焼する際のダイオキシン類生成量を把握し、安全性を評価することを

目的としました。また、塩化ナトリウム及び塩化アンモニウム添加の木材の燃焼試験を行い、ダイオキシン類生

成量を測定し、さらに、スギの塩素濃度の個体差について検討し、水中貯木材や未処理材の燃焼に対して有用な

知見を得ました。 

焼却炉での試験
　約 20kg/h の処理能力を持つ焼却炉を用いて実証試

験を行いました。一次燃焼室において 700℃で燃焼を

行い、二次燃焼室 ( アフターバーナー ) では 900℃で

燃焼を行いました。二次燃焼室はダイオキシン類等の分

解を行うために設けられています。

　まず連続投入方式での燃焼によって無機塩素添加

材と無添加木材の比較を行いました。塩化ナトリウム 

(NaCl) 添加材 ( 添加量 , 5000ppm) や塩化アンモニ

ウム (NH4Cl) 添加材 ( 添加量 , 1000ppm) では無添

加材と比べて著しくダイオキシン類生成量が増大しまし

たが、二次燃焼によって大部分が分解されました ( 図１

Ａ )。

業界が使っている焼却炉では
　次に木材関連業界での使用率が高いバッチ式小型焼却

炉での燃焼を想定した燃焼試験を行ってみました。これ

は一次燃焼室に予め被燃焼材料を全量入れた後に着火

し、燃焼を行うため、ダイオキシン類の生成し易い温度

域を必ず通過することになります。無添加材の場合もバ

ッチ式のような悪条件で燃焼するとかなりダイオキシン

類生成量が増大することが確認されましたが、排出規制

値 (5 ng-TEQ/Nm3) は越えませんでした（図１B)。

連続投入方式と比較してバッチ式では、二次燃焼による

ダイオキシン類の分解が効率良く行われていません。バ

ッチ式による材部チップと樹皮では、ダイオキシン類生

成量に差は現れませんでした ( 図１Ｃ )。

スギの塩素濃度
　スギの塩素濃度の個体差について調査した結果、樹皮

の方が材よりもやや高い値を示しました（図２）。材部

では塩素量の個体差が大きく、塩素量の最も多かった個

体は平均的な塩素含有量の約 10 倍の塩素を含んでい

ました。しかし、水中貯木材の約１／ 10 なので、こ

のような塩素含有率の特に高い個体を燃焼する場合も、

塩化ナトリウム添加材 ( 塩素含有量 , 5000ppm) を燃

焼した時のダイオキシン類生成量を越えることはないと

予想されます。

　本研究は、農林水産技術会議委託研究費「農林水産生

態系における有害化学物質の総合管理技術の開発」によ

り行いました。 

成　果

背景と目的
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図２　スギの塩素濃度の個体差

試料採取地：1. 盛岡，2. 盛岡，3. 福島，4. 東京，5. 茨城，6. 茨城，7. 栃木，
8. 千葉，9. 静岡，10. 岐阜，11. 高知，12. 熊本，13. 熊本，14. 盛岡，
15.  福島，16. 茨城，17. 茨城，18. 栃木，19. 熊本 . 

図１　木質材料の燃焼によるダイオキシン類の生成

Ａ．連続投入方式による塩化ナトリウム (NaCl) 添加材 ( 添加量 , 5000ppm)、塩化アンモニウム 

(NH4Cl) 添加材 ( 添加量 , 1000ppm) 及び未処理材 ( 塩素含有量 , 40ppm) の比較。

Ｂ．バッチ式と連続投入方式の比較。

Ｃ．バッチ式による材 ( 塩素含有量 , 40ppm) と樹皮 ( 塩素含有量 , 200ppm) の比較。

　（生成量は、規制値（ng-TEQ/Nm3）の単位を使わず、木材の重量当たりで示しました。）




